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平成２２年１１月１５日　　

　「浄化槽の日」の記念行事の全国浄化槽大会が１０月

１日、東京都千代田区の東京會舘で開催され、全国か

ら約９００名が出席した。

　まず、主催１９団体を代表して㈳全国浄化槽団体連

合会の松下鉄男会長（上山健治郎会長代行代読）が挨

拶。続いて松本龍環境大臣及び馬淵澄生国土交通大臣

からの祝辞が読み上げられた。

　式典では、浄化槽に関する貢献のあった方に対し、

環境大臣表彰２２名、国土交通省総合政策局長表彰５

名、同住宅局長表彰４名、環境省廃棄物・リサイクル

対策部長表彰３２名の表彰が行われた。

　当センターの松原義輔会長に環境大臣表彰、原

岡常務理事に国交省住宅局長表彰が授与され、松

原会長が受賞者６３名を代表して謝辞をのべた。

　続いて、記念講演が行われ、総務省地方公営企

業経営アドバイザー（元福島県三春町企業局長）

遠藤誠作氏が「浄化槽と地域の下水道経営のあり

方」について講演した。

　第２４回全国浄化槽技術研究集会が、１０月１９日・

２０日の２日間、長野市ホクト文化ホールで開催された。

　この研究集会は「浄化槽の日」の関連事業として、

浄化槽に関する技術の向上とその適正な普及促進を図

るため、昭和６２年から㈶日本環境整備教育センター

の主催により毎年開催されている。

　当センターからは、松原会長、山田、井内両副会長、

大坂会計理事、原岡常務理事の役員５名及び宮内他５

名の検査員計１１名

が出席した。

　第１日目の「浄化

槽検査員研究会」で

は、環境省・国土交

通省などから浄化槽

関連施策や生活排水対策推進への取り組みなどの行政

報告がなされ、続いて、「災害時における浄化槽被害等

対策マニュアルについて」などの情報が㈶日本環境整

備教育センター調査・研究グループから発表された。

　パネルディスカッションでは、豊橋技術科学大学　

環境・生命工学系　木曽祥秋教授が座長となり、「浄化

槽の法定検査等に係わる新たな動き」をテーマに、パ

ネルディスカッションが行われ５人のパネラーから事

例が発表された。

　徳島県からは、「検査機関が法第１１条検査への期待

に応えるための取り組み」の事例を㈳徳島県環境技術

センター検査部検査第一課宮内浩二課長が発表した。

２日目は、第２４回浄化槽技術研究集会の特別講演・

研究発表が行われた。

　特別講演は、北海道大学大学院公共政策学研究セン

ター研究員遠藤誠作氏から「市町村財政と今後の上下

水道事業のあり方」と題して講演が行われた。

　また、研究発表会では、検査機関や大学などから２０

題の研究が発表された。
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謝辞をのべる松原会長

長野市ホクト文化ホールにて



　　平成２２年１１月１５日 み ど り 第３６７号⑵

法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施法定検査上半期３９,４２５基実施
　県環境技術センターは、平成２２年度上半期の検査

実施数をまとめた。

　７条検査１,４３８基（前年度比７８基減）、１１条検査

３７,９８７基（前年

度比５,９５８基増）

となった。判定

結果は次のとお

りであった。
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　㈳浄化槽システム協会が発表した浄化槽出荷統計に

よると平成２２年度４月から９月までの小型合併浄化

槽出荷基数は５人槽〜１０人槽が６７,６１２基で、前年比

４.１％減。また、１１人槽〜５０人槽は同３,７６０基で同

６.２％減であったため、全体では、７１,３７２基で同４.３％

減となった。（表−１、図−１参照）。

　地域別でみると、四国が前年度比２.３％増の５,６５０基

であった。

　四国ブロックを県別でみると、香川県１,７４８基

（３.２％増）、徳島県１,５２６基（０.５％増）、愛媛県１,４８９

基（４.９％増）であったが高知県は８８７基で前年度比
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　徳島県建築指導課がまとめた徳島県に於ける平成

２２年度上半期の住宅着工件数は、１,８０９戸で前年度

（１,９２６戸）対比で△１３２戸となり６.１％の減少となっ

た。図−２

　本年度も、効果的な景気対策が期待できないことか

ら、前年度に続き新規住宅着工件数は減少すると見込

まれる。
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　県環境技術センターは２２年度４月から９月までの

上半期の浄化槽設置届出書の受付数を纏めた。

　その結果、県内全体では４月３１６基、５月２３７基６

月２９９基、７月２８４基、８月２２０基、９月２８０基で

合計１,６３６基を受け付けた。これは前年同期１,５３７基

に比べ、６.４％の微増となった。

　市町村別にみると、昨年同期より基数が増えた市町

村は、藍住町１０４基（前年度７１基）４６.５％増、徳島

市４５４基（同４３１基）５.３％増、鳴門市１５２基（同１２２

基）２４.６％増、松茂町３８基（同２４基）５８.３％増、阿

南市１９０基（同１７０基）１１.８％増、阿波市８６基（同

７４基）１６.２％増、美馬市６６基（同４５基）４６.７％増で

あった。減少が大きかったのが、神山町９基（前年度

２０基）５５％減、三好市８１基（同９５基）１４.７％減、

表−１　平成２２年度小型合併浄化槽　工場生産出荷台数（ブロック別）

合　　計１１〜５０人槽５〜１０人槽
ブロック

前年比台数前年比台数前年比台数

８７.５％１,１０１９２.０％６９８７.２％１,０３２北 海 道

９３.２％６,７５６９７.５％３１４９３.０％６,４４２東　　北

９５.７％２１,２６５９９.１％９９２９５.５％２０,２７３関東甲信越

８０.７％１,１９９７９.３％６５８０.８％１,１３４北　　陸

９６.４％１２,０３０８７.０％７４０９７.１％１１,２９０中　　部

９５.３％４,５５３８３.３％２４５９６.１％４,３０８近　　畿

９５.９％５,６６５８４.９％２５８９６.５％５,４０７中　　国

９６.５％１３,１５３１０２.３％７６０９６.１％１２,３９３九　　州

１０２.３％５,６５０９４.３％３１７１０２.９％５,３３３四　　国

１０３.２％１,７４８８９.１％９０１０４.１％１,６５８香川県

１００.５％１,５２６９６.３％１０３１００.９％１,４２３徳島県

１０４.９％１,４８９８０.５％６６１０６.４％１,４２３愛媛県

９９.７％８８７１２６.１％５８９８.２％８２９高知県

９５.７％７１,３７２９３.８％３,７６０９５.９％６７,６１２合　　計

０.３％減となった。

　なお、他のブロックは軒並み前年度に比べ出荷台数

が減少している。

　特に北陸・北海道の落ち込みが大きく、北陸１,１９９

基で１９.３％減、北海道が１,１０１基で１２.５％減であった。
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図−１　平成２２年度上半期浄化槽出荷状況（ブロック別）

図−２　住宅着工件数の推移（平成１８年度〜２２年度上半期）
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図−３　浄化槽設置届出書受付数（過去７年間）

合　計１１条検査７条検査判　　定

１６,２４７基１５,４１３基８３４基適　　正

１６,５７５基１６,１６１基４１４基概ね適正

６,６０３基６,４１３基１９０基不 適 正

３９,４２５基３７,９８７基１,４３８基計
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　南部総合県民局は、１０月２２日午後２時から、管内

環境行政連絡協議会を開催した。

　協議会には管内及び関係行政機関の市町村、県環境

整備課、自然環境課、県警察関係、家畜保健衛生所、

検査機関などから担当者３２名が出席した。

　まず、南部総合県民局保健福祉部古川順啓次長が開

会挨拶をしたあと、戸井環境担当課長補佐の進行によ

り関係行政機関から次の

とおり報告された。

　協議会で報告された内容は次のとおり

①「みなみから届ける環づくり会議の報告について」

 南部総合県民局環境担当課長補佐　戸井　敬浩　氏

②「自然保護・鳥類保護関係の業務について」

 同　　　環境担当課長補佐　藤友　　毅　氏

③「水質汚濁関係等業務について」

 同　　　環境担当課長補佐　高岡　　淳　氏

④「浄化槽行政の現状等について」

 同　　　環境担当課長補佐　犬伏　宏行　氏

⑤「不法投棄対策事業について」

 環境整備課処理業審査・指導担当主任　赤井　義樹　氏

⑥「徳島県に於けるニホンジカの被害対策について」

　 自然環境課課長補佐　宇野　元博　氏

　青空を背景に、大きな銀杏並木

が黄色に染まり、青々としていた

木々も気がつけば紅色に。。。

すっかり秋めいてきました。

  さあ自然の癒しの空間へ出かけましょう！

（＾∀＾）／　 

　さて、徳島には四国三郎と謳われる雄大な吉野

川が流れ、その河口域には自然が多く残された干

潟があります。

　第十堰から下流域では絶滅危惧種に指定される

「シオマネキ」や「ズグロカモメ」が生息し、そ

のほかにも様々な魚や甲虫類、野鳥など貴重な生

物が存在します！

  ここでは、生物多様性を維持する生態系を身近

に見ることができますよ。

  この自然または自然に近い湿地帯の存在と絶滅

危惧種が生息し、生物多様性の維持に重要な動植

物が生息するなどが評価され、このたび、吉野川

河口域がラムサール条約の候補地に初めて選定さ

れました。

  拍手、拍手＼（＾▽＾）／

　環境省が選定したのは湿地１７２箇所ですが、最

終的には６箇所ぐらいまで絞り込む予定らしく、

ハードルはまだまだ高そうですね。

　徳島の誇れる湿地帯。皆さんも一度足を運んで

ください。　 by koizumi

※ラムサール条約　

　湿地の保存に関する国際条約のこと。動植物特

に水鳥の生息地である湿地の生態系を守ることを

目的としている。

水 質 計 量 便 り
東みよし町３０基（同

４２基）２８.６％ 減 で

あった。

　住宅着工件数は減

少しているが、浄化

槽システム協会が発

表した出荷台数（前

年度比０.５％増）とも

微増となっているこ

とから、経済が不況

下において、汲み取

りトイレの水洗化や

単独槽からの転換に

よる浄化槽の設置が

増えているものと推

測される。
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図−４　平成２２年度上半期浄化槽設置届受付数

表−２

差異２２年上２１年上市町村名

１０５.３％２３４５４４３１徳 島 市

１４６.５％３３１０４７１藍 住 町

１００.０％０７８７８北 島 町

１００.０％０１１佐那河内

１１０.９％６６１５５石 井 町

４５.０％−１１９２０神 山 町

９７.２％−１３５３６上 板 町

１２４.６％３０１５２１２２鳴 門 市

１５８.３％１４３８２４松 茂 町

９２.３％−２２４２６板 野 町

１００.０％０９２９２小松島市

６６.７％−４８１２勝 浦 町

１７１.４％５１２７上 勝 町

１１１.８％２０１９０１７０阿 南 市

１３３.３％５２０１５那 賀 町

１００.０％０１５１５美 波 町

８８.０％−３２２２５牟 岐 町

５２.９％−８９１７海 陽 町

１１６.２％１２８６７４阿 波 市

８５.４％−６３５４１吉野川市

１４６.７％２１６６４５美 馬 市

６０.９％−９１４２３つるぎ町

８５.３％−１４８１９５三 好 市

７１.４％−１２３０４２東みよし町

１０６.４％９９１,６３６１,５３７合 計

南部県民局管内の行政連絡会議開催南部県民局管内の行政連絡会議開催



　　平成２２年１１月１５日 み ど り 第３６７号⑷

　１０月１９・２０日の両日、会員１８名が群馬県の草津

温泉への旅行を楽しんだ。

　これは、今年長野県で開催された浄化槽全国集会に

併せて企画したものであり、役員だけでなく、会員の

皆様にも、全国集会の様子を見学していただき、浄化

槽に関する見聞を広げていただくと共に、温泉で日頃

の疲れを癒していただこうと松原会長が発案し実施し

たものである。

　一行は長野県で集会に参加後、紅葉の景色がすばら

しい志賀高原を抜け、一路草津温泉に。

　温泉では、地元料理に舌鼓を打ち、

宴会部長の四国浄水橋本氏と豊栄管

理工業田村両氏がバックコーラスやダンスでカラオケ

を盛り上げるなど楽しい時間を過ごした。翌日は、浅

間山からの溶岩で出来た鬼押し出し岩や昨年、突然の

工事中止で有名になった八ッ場ダムなどを見学した。

朝６時出発で、夜１０時を回る到着となり、かなり強行

軍となったバス旅行であったが、車内では、テストや

クイズなどをし、あっという間の二日間であった。会

員の皆様からは、『来年も参加したい』との声が多く、

会長は是非企画したいと答えていた。鬼押出し園

八ッ場ダム

事務局だより
 法定検査のお知らせ 

　次の日程で法定検査を実施します。

○11条検査

　日程：平成22年11月17日〜11月24日

　地区：鳴門市一斉検査（岡崎、立岩、林崎、北浜、弁財天）

○11条検査

　日程：平成22年11月25日〜12月15日

　地区：鳴門、徳島市外、徳島市内、小松島

○11条検査

　日程：平成22年12月1日〜12月17日

　地区：祖谷地区一斉検査

○11条検査

　日程：平成22年11月22日〜12月27日

　地区：阿南市

○7条検査

　日程：平成22年11月15日〜11月19日　

　地区：美馬市、三好市

○7条検査

　日程：平成22年11月22日〜11月26日　

　地区：阿南市

○7条検査

　日程：平成22年11月29日〜12月 3日

　地区：鳴門市

○7条検査

　日程：平成22年12月 6日〜12月 10日

　地区：小松島市、海部郡

お 知 ら せお 知 ら せ

　あすたむらんど徳島で環境と健康をテーマに「あ

さん地球フェスタinいたの」が開催されます。

　当センターも、未来の水環境保全を担う子供た

ちを対象に、「環境クイズ大会・環境カード遊び・

おもしろ水実験」などを通じ、水の大切さ、浄化

槽の役割などをPRします。是非ご参加下さい。

と　き　11月23日（火・祝）　10：00〜16：00

ところ　あすたむらんど徳島　子ども科学館

と　き

ところ

あさん地球フェスタinいたの開催のお知らせあさん地球フェスタinいたの開催のお知らせ

＊＊＊ ＊＊＊お 知 ら せ


